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●京都府交響プロジェクト交付金事業申請で再修正の上 提出（14日） 

2021年京都府交響プロジェクト交付金申請書について 12項目の修正指導がありましたので有田勉

理事によって修正文を提出いたしましたところ再々修正が指摘されました。原案文・再文書・再々

文書に加えて最終訂正を指摘されました。4 回目の修正で提出出来ることになってきました。いず

れにしてもなれないことの取組みで本当に時間のかかる作業になりました。これでよしと考えても

簡単に通過できないものと覚悟をしていましたが、やはり大変な作業の連続でした。これで審査を

通過すれば 7つのイベントが交付金を受けて実行できることになります。里山の会の予算が 3倍に

活用できて、個人負担が軽減できることになります。 

 

●会誌 50 号の表紙写真決まる 

今回発行の会誌は 25年の記念として 50号となります。50号にふさわしい里山の会を表せる写真

としては京田辺市の甘南備山などが候補に挙がっていましたが、事務局会議で論議して結果、発足

第 1号の植物観察を行ったのが甘南備山だったからとのこだわりがありましたが山城地域を代表

するのは木津川ではないかとの意見が多数を占めました。それで 7月 11日梅雨の晴れ間に新理事

長の大村さんと他 1名で井手町の万灯呂山に出かけていただき素晴らしい景色を撮影していただ

きました。50号の表紙写真にご期待ください。 

 

●木津川マラソン桂川地域で事前宣伝を受け持っていただいた仁枝さん 

ここ数年里山の会はマラソン実行委員会から手を引いていますが、伏見の納所の仁枝さんとその仲

間数人は、マラソン当日桂川の自転車道を利用される皆さんに事前広報としてマラソン大会が開催

され終日占用されるので利用を控えてほしいと看板を 2週間前頃から掲示する協力を自主的に行

っていただいてきました。終了すると撤収し自分たちが所属する水防倉庫で保管していただいてき

ました。ところがその水防倉庫が撤去されることになり、保管庫を失うことになって、資材の引き

取り要請の連絡があって、長年お世話になりましたが、播川さんと共に引き上げることなりました。

長い間本当の世話になってきました。ありがとうございました。心よりお礼申し上げます。 

 

●河川生態学術研究会日程案決定 10月 3日現地見学会（木津川玉水浜）10 月 4日 

京都大学「宇治川オープンラボラトリー」  

過日かねて予定しておりました河川生態学術研究会の木津川での現地見学を正式に決定したとの

ことで日程が竹門康弘先生からとどきました。10月 3日の日曜日は、14:00から京都府綴喜郡井手

町の玉水浜で竹蛇籠と中聖牛の現地設置場所の見学、製作中の現物視察と設置による影響調査や観

察報告があり、里山の会から竹蛇籠や中聖牛の取組みの苦労・工夫点やなぜ取り組んでいるのかな

ど現場での取組の説明をお願いしたいと要望が届きました。規模は現在のところ最大 100 人と見込

んでいます。プログラム案で見ますと木津川の河原が会場や場所なので工夫が必要ではないかと予

想されます。まだまだ現段階では具体的になっていませんがやましろ里山の会が主催団体として 

又地元組織として中心になって全国大会を成功させなければと思います。9月 10月は 2021年度の

中聖牛の製作数 5基 竹蛇籠 45本（昨年度は 27本）の大量製作に取り組まなくてはならない最中

に重なりますが、会員社員全員のお力をお貸しくださるようお願い申し上げます。 

 

 



 

●イヌハギの新生育地発見される 

前の週刊ニュース 884号でお知らせしましたよう

に木津川で唯一 1か所にしか生育していない絶滅

寸前種に指定されているイヌハギの 2番目の生育

地が発見されました。現地現場を調査すると、まぎ

れもなく絶滅寸前種のイヌハギだということが判

明しました。そこは公的な施設として利用されてい

る場所なので直ちに保存されるよう申し入れを行

いたいと思います。 

 

 

 

 

 

●夏休み「親子で遊ぼう学ぼう魚とり」8 月 8日に開催か？ 

ここ 2～3回の事務局会議での大きな議題はこれまで取り組んできた夏休みの「親子で遊ぼう学ぼ

う魚とり」でした。スタッフの主力メンバーが高齢化老齢化による体力の衰えから回数や規模に問

題がある、そして木津川河川レンジャーから 8月は協力できないとの申し入れから、里山の会は中

止もやむなしと判断しましたが、新しいメンバーが 5名も加わっていただけるとのうれしいニュー

スがあって、この夏も規模などを配慮して開催の方向で検討を始めています。まだまだ改善しなけ

ればならない点も数多くありますが、楽しみにしている子どもたちにこたえられるようにしたいと

思います。ホームページに注目をお願いします。 

 

●第 26回里山講演会講師澤井健二氏に決まる 9月 4日（土） 

澤井健二氏は京都大学出身で摂南大学の名誉教授をされています。 

広い分野に造詣が深く，講演していただける内容が楽しみです。ご期待ください。 


